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補⾜資料１ 柏尾川沿いの緑化について 

本事業の緑地の整備にあたっては、従業員や近隣の⽅々など、多くの⼈の⽬に触れる場所に緑を創
出し、周辺地域の魅⼒向上にも寄与する計画とします。柏尾川沿いについては、図 1-1〜1-3 に⽰す
とおり、柏尾川沿いの桜並⽊の連続性を考慮していきます。 

 

 

注）既存緑地及び丘陵地の範囲については、航空写真等で確認される概ねの範囲です。 
[⽅法書 p.21 図 2.5-1] 

図 1-1 緑化⽅針イメージ図 
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図1-2 ⻄側敷地の施設配置図 

 
 

 
注1）断⾯位置は、図1-2参照 
注2）断⾯位置により、イメージは異なります。 
注3）現時点のイメージであり、今後変更になる可能性があります。 

図1-3 ⻄側敷地の柏尾川沿いの緑化断⾯イメージ 
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補⾜資料２ ⽣物多様性の項⽬選定について 

 環境影響評価項⽬のうち、「⽣物多様性」の項⽬について、下表の下線部のとおり、地域特性の不確
実性を考慮して、⽣物多様性（⼯事中）の項⽬選定を⾏います。 

なお、対象事業実施区域内では、現在、現⼟地所有者により旧⼯場建物の解体⼯事が進められている
ため（⼟地の引渡しを受ける時点では更地化の予定）、柏尾川付近での動物・植物の現地調査結果等を
準備書において⽰します。 

また、供⽤時については、⼯事中の影響と⽐べ、直接的な影響は⽐較的少ないものと考えることから
（⽅法書 p.133 参照）、対象としませんが、資料調査及び現地調査により現況を把握し、緑化計画等に
活かすことを検討します。 
 

表 2.1-1 環境影響評価項⽬を選定した理由・選定しない理由（⼯事中） 
[⽅法書 p.129 表 5.2-3(3) ⽣物多様性 を抜粋・修正] 

環境影響評価項⽬ 選定の 
有無 選定した理由・選定しない理由 ⼤項⽬ 細⽬ 

⽣物多様性 

動物 ● 

対象事業実施区域の⻄側敷地と東側敷地は、⼯場⽤地とし
て既に⼈⼯的な改変を受けた区域であり、まとまりのある⾃
然環境はほとんどなく、現在は既存建物の解体⼯事や敷地全
体の更地化等が進められています。また、既存の橋の撤去（ひ
さご橋・動⼒橋）や更新（通⾏橋）、仮設⼯事を⾏いますが、
河川区域に著しい改変を加えるものではありません。河川区
域内での作業は、原則として渇⽔期とし⼯事時期を限定する
ことで配慮するとともに、既存の橋脚の撤去に際しては、橋
脚周囲等に⼟留等を施しながら⼟砂等の流出を抑制します。
更新後の橋（通⾏橋）は、河川区域内に橋脚を設けず、⻄側
敷地と東側敷地のそれぞれに橋脚を設ける計画です。 

しかしながら、地域特性の不確実性があるため、評価項⽬
として選定します。 

植物 ● 

⽣態系 ● 

注）表中の下線部は、⽅法書からの変更点。 
 

 

＜調査、予測及び評価の⼿法の選択＞ 
 ⽣物多様性（動物・植物・⽣態系）に係る調査・予測・評価⼿法は、表2.2-1〜表2.4-2に⽰すとおり
です。 
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表 2.2-1 動物に係る調査⼿法 
調査項⽬ 調査⽅法 調査地域 

動物の状況 
・動物相 
・⽣息環境の特性 
・注⽬すべき動物種及び
⽣息地の状況 
・動物の⽣息環境から⾒
た地域環境特性 

資料 
現地 

横浜市の既存資料の収集整理及び現地
踏査 

対象事業実施区域周辺 

現地 

ａ．哺乳類 
⽬撃法、フィールドサイン法、無⼈
撮影法、トラップによる捕獲（ネズ
ミ類） 
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

ｂ．⿃類 
ラインセンサス法、⽬視観察、鳴き声
観察 
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

ｃ．両⽣類・爬⾍類 
現地踏査 
・３季（春季・夏季・秋季） 

ｄ．昆⾍類 
任 意 採 取 、 ラ イ ト ト ラ ッ プ 法  
・３季（春季・夏季・秋季） 

ｅ．⿂類 
⽬視観察調査、網による捕獲等 
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

ｆ．底⽣動物 
サーバネット（25cm×25cm、１地点
あたり計３回）による定量採集、D フ
レームネットによる定性採集 
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

対 象 事 業 実 施 区
域 に 隣 接 す る 柏
尾 川（ ⻄ 側 敷 地 の
北 東 端 付 近 か ら
東 側 敷 地 の 南 ⻄
端 付 近 ま で の範
囲） 
（図 2-1 参照） 

地形、地質の状況 資料 
現地 

地形図等の既存資料の収集整理及び現
地踏査により調査 

対象事業実施区域周辺 

⼟壌の状況 資料 ⼟ 地 分 類 基 本 調 査 図 等 の 既 存 資 料 の
収 集 整 理 に よ り 調査 

対象事業実施区域周辺 

⽔質、底質の状況 

資料 
公共⽤⽔域及び地下⽔の⽔質測定結果
報告書等の既存資料の収集整理により
調査 

対象事業実施区域周辺 

現地 

ａ．⽔質 
現 地 測 定 及 び 採 ⽔ （ 採 ⽔ は 流 ⼼ 付
近 で 採 ⽔ 容 器 に よ り ⾏ う 。 ）  
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

ｂ．底質 
流⼼付近でステンレス製採泥器によ
る採取（１地点あたり底質表⾯から
10cm 程度の試料を計３回以上） 
・1 季（春季） 

対 象 事 業 実 施 区
域 に 隣 接 す る 柏
尾 川（ 上 流 側 ： ⻄
側 敷 地 の 北 東 端
付 近 、下 流 側 ： 東
側 敷 地 の 南 ⻄ 端
付 近 ） 
（図 2-1 参照） 

⽔循環の状況 資料 河川の概要等の既存資料の収集整理に
より調査 

対象事業実施区域周辺 

⼟地利⽤の状況 資料 
現地 

⼟ 地 利 ⽤ 現 況 図 等 の 既 存 資 料 の 収 集
整 理及び現地踏査により調査 

対象事業実施区域周辺 

関係法令、計画等 資料 

下記法令等の最新版の内容を調査 
・「⽂化財保護法」 
・ 「絶滅 のおそれ のある野 ⽣ 動 植 物 

の 種 の保存に関する法律」 
・ 「特定 外来⽣ 物 に よ る⽣ 態 系 等 に  

係 る 被害の防⽌に関する法律」 
・「レッドリスト」（環境省） 
・「神 奈川県レッ ドデータ ⽣ 物 調 査 

報 告 書 2006」 

対象事業実施区域周辺 
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図 2-1 動物・植物等調査範囲図 
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表 2.2-2 動物に係る予測・評価⼿法 

環境影響要因 予測項⽬ 予測時期 予測地域 予測⽅法 

⼯事中 建物の建設 

陸⽣動物の
動物相の変
化の内容及
びその程度 

⼯事期間中 対象事業実施区域及
び現地調査の範囲と
同⼀の地域 
（図 2-1 参照） 

施 ⼯ 計 画 よ り 推 定 す
る ⽅法 

⽔⽣⽣物相
の変化の内
容及びその
程度 

環境影響要因 評価の⼿法 

⼯事中 建物の建設 
環境保全⽬標を設定し、予測結果と対⽐することで定性的に評価します。 
環境保全⽬標の設定にあたっては、調査により判明した動物相の状況等を踏まえ、
注⽬すべき動物種等の動物相及びその⽣息環境への影響を最⼩限に留める⽔準を
設定します。 
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表 2.3-1 植物に係る調査⼿法 

調査項⽬ 調査⽅法 調査地域 

植物の状況 
・植物相 
・⽣育環境の特性 
・注⽬すべき植物種及び
植物群落の状況 

資料 
現地 

現存植⽣図等の既存資料の収集整理及
び現地踏査 

対象事業実施区域周辺 

現地 

ａ．植物相（⽔⽣⽣物含む） 
現 地 踏 査  
・３季（春季・夏季・秋季） 

ｂ．植⽣ 
ブラウン-ブランケの植物社会学的⼿
法による植⽣調査、植⽣図作成 
・１季（夏季） 

ｃ．付着藻類 
コドラート法（5cm×5cm、１地点あた
り計３個） 
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

対 象 事 業 実 施 区
域 に 隣 接 す る 柏
尾 川（ ⻄ 側 敷 地 の
北 東 端 付 近 か ら
東 側 敷 地 の 南 ⻄
端 付 近 ま で の範
囲） 
（図 2-1 参照） 

地形、地質の状況 資料 
現地 

地 形 図 等 の 既 存 資 料 の 収 集 整 理 及 び
現 踏査により調査 

対象事業実施区域周辺 

⼟壌の状況 資料 ⼟ 地 分 類 基 本 調 査 図 等 の 既 存 資 料 の
収 集 整 理 に よ り 調査 

対象事業実施区域周辺 

⽔質、底質の状況 

資料 
公共⽤⽔域及び地下⽔の⽔質測定結果
報告書等の既存資料の収集整理により
調査 

対象事業実施区域周辺 

現地 

ａ．⽔質 
現 地 測 定 及 び 採 ⽔ （ 採 ⽔ は 流 ⼼ 付
近 で 採 ⽔ 容 器 に よ り ⾏ う 。 ）  
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

ｂ．底質 
流⼼付近でステンレス製採泥器によ
る採取（１地点あたり底質表⾯から
10cm 程度の試料を計３回以上） 
・1 季（春季） 

対 象 事 業 実 施 区
域 に 隣 接 す る 柏
尾 川（ 上 流 側 ： ⻄
側 敷 地 の 北 東 端
付 近 、下 流 側 ： 東
側 敷 地 の 南 ⻄ 端
付 近 ） 
（図 2-1 参照） 

⽔循環の状況 資料 河川の概要等の既存資料の収集整理に
より調査 

対象事業実施区域周辺 

⼟地利⽤の状況 資料 
現地 

⼟ 地 利 ⽤ 現 況 図 等 の 既 存 資 料 の 収 集
整 理及び現地踏査により調査 

対象事業実施区域周辺 

関係法令、計画等 資料 

下記法令等の最新版の内容を調査 
・「⽂化財保護法」 
・ 「絶滅 のおそれ のある野 ⽣ 動 植 物 

の 種 の保存に関する法律」 
・ 「特定 外来⽣ 物 に よ る⽣ 態 系 等 に  

係 る 被害の防⽌に関する法律」 
・「レッドリスト」（環境省） 
・「神 奈川県レッ ドデータ ⽣ 物 調 査 

報 告 書 2006」 

対象事業実施区域周辺 
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表 2.3-2 植物に係る予測・評価⼿法 

環境影響要因 予測項⽬ 予測時期 予測地域 予測⽅法 

⼯事中 建物の建設 

陸⽣植物の
植物相の変
化の内容及
びその程度 

⼯事期間中 対象事業実施区域及
び現地調査の範囲と
同⼀の地域 
（図 2-1 参照） 

施 ⼯ 計 画 よ り 推 定 す る
⽅法 

⽔⽣植物の
植物相の変
化の内容及
びその程度 

環境影響要因 評価の⼿法 

⼯事中 建物の建設 
環境保全⽬標を設定し、予測結果と対⽐することで定性的に評価します。 
環境保全⽬標の設定にあたっては、調査により判明した植物相の状況等を踏まえ、
植物相の⽣育環境への影響を最⼩限に留め、植物相や植⽣の多様性を維持または
回復する⽔準を設定します。 
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表 2.4-1 ⽣態系に係る調査⼿法 

調査項⽬ 調査⽅法 調査地域 
⽣態系の状況 
・⽣態系を構成する要素
の状況 

資料 
現地 

横浜市の既存資料の収集整理及び現地
踏査（図 2.2-1 ⽰す動物の現地調査、図
2.3-1 に⽰す植物の現地調査も考慮） 

対象事業実施区域周辺 

地形、地質の状況 資料 
現地 

地形図等の既存資料の収集整理及び現
地踏査により調査 

対象事業実施区域周辺 

⼟壌の状況 資料 ⼟ 地 分 類 基 本 調 査 図 等 の 既 存 資 料 の
収 集 整 理 に よ り 調査 

対象事業実施区域周辺 

⽔質、底質の状況 資料 公共⽤⽔域及び地下⽔の⽔質測定結果
報告書等の既存資料の収集整理により
調査 

対象事業実施区域周辺 

現地 ａ．⽔質 
現 地 測 定 及 び 採 ⽔ （ 採 ⽔ は 流 ⼼ 付
近 で 採 ⽔ 容 器 に よ り ⾏ う 。 ）  
・４季（冬季・春季・夏季・秋季） 

ｂ．底質 
流⼼付近でステンレス製採泥器によ
る採取（１地点あたり底質表⾯から
10cm 程度の試料を計３回以上） 
・1 季（春季） 

対 象 事 業 実 施 区
域 に 隣 接 す る 柏
尾 川（ 上 流 側 ： ⻄
側 敷 地 の 北 東 端
付 近 、下 流 側 ： 東
側 敷 地 の 南 ⻄ 端
付 近 ） 
（図 2-1 参照） 

⽔循環の状況 資料 河川の概要等の既存資料の収集整理に
より調査 

対象事業実施区域周辺 

⼟地利⽤の状況 資料 
現地 

⼟ 地 利 ⽤ 現 況 図 等 の 既 存 資 料 の 収 集
整 理及び現地踏査により調査 

対象事業実施区域周辺 

関係法令、計画等 資料 下記法令等の最新版の内容を調査 
・「⽂化財保護法」 
・ 「絶滅 のおそれ のある野 ⽣ 動 植 物 

の 種 の保存に関する法律」 
・ 「特定 外来⽣ 物 に よ る⽣ 態 系 等 に  

係 る 被害の防⽌に関する法律」 
・「レッドリスト」（環境省） 
・「神 奈川県レッ ドデータ ⽣ 物 調 査 

報 告 書 2006」 

対象事業実施区域周辺 

 

表 2.4-2 ⽣態系に係る予測・評価⼿法 
環境影響要因 予測項⽬ 予測時期 予測地域 予測⽅法 

⼯事中 建物の建設 ⽣態系の状
況の変化の
内容及びそ
の程度 

⼯事期間中 対象事業実施区域周辺 施 ⼯ 計 画 よ り 推 定 す
る ⽅法 

環境影響要因 評価の⼿法 

⼯事中 建物の建設 
環境保全⽬標を設定し、予測結果と対⽐することで定性的に評価します。 
環境保全⽬標の設定にあたっては、調査により判明した動物、植物、⽣態系の状
況等を踏まえ、地域の⽣物多様性に係る影響を最⼩限に留める⽔準を設定します。
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補⾜資料３ 東側敷地の将来⽤地における地表⾯仕上げについて 

 図3-1に⽰す東側敷地中央の建築⽤地（将来）については、将来の計画に着⼿するまで、防塵対策（ア
スファルト舗装等）を施します。アスファルト舗装を施す際は、整地・転圧を⾏い、凹凸がないよう、
整備いたします。参考として、図3-2にアスファルト舗装の例を⽰します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1 東側敷地の建築⽤地(将来)の範囲 
 

 
図 3-2 アスファルト舗装の例（参考） 

建築⽤地(将来) 
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補⾜資料４ ⼤気質の予測⽅法について（建設機械の稼働：予測地域及び短期予測） 

 「⼤気質」の⼯事中の予測⽅法のうち、建設機械の稼働に伴う影響予測の⽅法については、以下の考
えです。 
 
＜予測地域について＞ 
 建設機械の稼働に伴う影響は、最⼤着地濃度が敷地境界付近に出現すると想定していることから、そ
の範囲を包含する地域として、敷地境界から 100〜200ｍ程度の範囲とします（下表の下線部を追記し
ます）。 

表 4-1 ⼤気質に係る予測⼿法 
[⽅法書 p.141 表 6.3-2 ⼯事中 建設機械の稼働 を抜粋・追記] 

環境影響要因 
予測の⼿法 

予測項⽬ 予測時期 予測地域・地点 予測⽅法 

⼯事中 
建 設 機 械 の
稼働 

建設機械の稼働
に 伴 う ⼤ 気 質
（⼆酸化窒素、
浮 遊 粒 ⼦ 状 物
質）濃度 

建設機械の稼働
による影響が最
⼤となる時期 

最⼤着地濃度の
出現する地点を
含む範囲（敷地
境界から 100〜
200 ｍ 程 度 の 範
囲） 

⼤気拡散式（プルー
ム・パフ式）により、
年平均値及び⼤気安
定度 D における 1 時
間値(16 ⾵向）を定量
的に予測します。 

注）表中の下線部は、⽅法書からの追加内容。 
 
＜短期予測（１時間値）について＞ 
 建設機械の稼働の寄与は⽐較的⼤きいと想定されるため、年平均の⻑期予測に加え、短期予測（１時
間値）を⾏います。この予測条件設定は、⾵速はプルーム式で最も⾼い濃度となる（適⽤下限値である）
1.0m/s、⼤気安定度は最も出現頻度の⾼い D（中⽴）とします。また、建設機械の稼働のピーク時の配
置位置を条件設定して予測することから、⾵向によって予測濃度が異なることが予想され、⾵向は１６
⽅位とします。 
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補⾜資料５ 柏尾川における⽔質の既存資料調査結果について 

 柏尾川における⽔質の既存資料調査結果について、平成23年〜平成27年の吉倉橋（対象事業実施区域
の上流の測定地点）、鷹匠橋（対象事業実施区域の下流の測定地点）における調査結果は、図5-1及び表
5-1(1)〜5-1(5)に⽰すとおりです。 
 現在、現⼟地所有者により敷地内（柏尾川側の敷地境界付近）において地下⽔のモニタリングが⾏わ
れており、基準値超過は確認されていないと聞いています。また、このまま地下⽔汚染が⽣じていない
状態が２年間継続することを確認された後に、区域指定解除となります。従って、今後も汚染が確認さ
れなければ、当該敷地から柏尾川への地下⽔汚染の影響はないと考えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：「平成27年度 神奈川県 公共⽤⽔域及び地下⽔の⽔質測定結果」 
（平成28年11⽉ 神奈川県環境科学センター） 

図5-1 公共⽤⽔域⽔質測定地点図 
 

対象事業実施区域 

：吉倉橋 

：鷹匠橋 
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補⾜資料６ 安全の項⽬の対象について 

 「安全」の項⽬を選定した理由として、⽅法書p.135において「薬品等を使⽤することから」として
いますが、準備書においては、薬品の他、⽅法書p.18〜19に記載の放射性同位体、実験動物、微⽣物な
らびに遺伝⼦組換え⽣物の取り扱いに関する管理⽅法・安全対策を⽰します（下表の下線部を追記しま
す）。 

 
表 6-1 環境影響評価項⽬を選定した理由・選定しない理由（供⽤時） 

[⽅法書 p.135 表 5.2-3(3) 安全 を抜粋・表記] 
環境影響評価項⽬ 選定の 

有無 選定した理由・選定しない理由 ⼤項⽬ 細⽬ 

安全 

⼟地の安定性 × 
対象事業実施区域は平坦地であり、事業の実施等により斜

⾯地の崩壊や地盤の変形を⽣じさせる環境影響要因はないこ
とから、評価項⽬として選定しません。 

浸⽔ × 

対象事業実施区域の利⽤形態は、従前の⼯場⽤地であった
利⽤形態と同様で、対象事業実施区域の⻄側敷地と東側敷地
の⾬⽔は、集⽔し⾬⽔抑制槽等へ導き、「横浜市開発事業の調
整等に関する条例」により定められた放流量まで洪⽔調節し
た後、公共下⽔道に放流する計画です。また、対象事業実施
区域は「市⺠防災情報 わいわい防災マップ」（横浜市総務局
ICT 基盤管理課）において、最⼤で 2.0ｍ未満の浸⽔のおそ
れのある区域に指定されており、本事業により地盤の嵩上げ
による対策を図ります。 

そのため、⼟地の改変に伴う⽔量の変化による洪⽔・浸⽔
が発⽣するおそれはないと考えることから、評価項⽬として
選定しません。 

⽕災・爆発 ● 本事業では、薬品等を使⽤し、放射性同位体、実験動物、
微⽣物ならびに遺伝⼦組換え⽣物を取り扱うことから、評価
項⽬として選定します。 

有害物漏洩 ● 
動物の逸⾛※ ● 

注）表中の下線部は、⽅法書からの追加内容。 
※：本事業の事業特性を考慮し、追加した細⽬。 

 

補⾜資料７ 景観調査地点について 

 景観調査地点については、近景からの建物の⾒え⽅等を勘案して、図7-1に⽰す対象事業実施区域の
周辺部・境界部を対象とした調査地点を追加します。 
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図7-1 景観調査地点図 

追加調査地点① 

追加調査地点② 

追加調査地点③ 

追加調査地点④ 
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補⾜資料８ 歩⾏者等交通量の調査地点について 

 ⻄側敷地の⻄側道路歩道については、研究所を出⼊りする施設関係者の主な歩⾏者ルートではないた
め、増加する歩⾏者交通量としては⾒込みませんが、準備書において、⻄側敷地南⻄側（図8-1参照）
における、歩⾏者及び⾃動⾞の交通量調査結果を参考に⽰します。 

なお、道路拡幅整備に伴い、歩道も拡幅整備するため、歩⾏空間として安全性・利便性が向上すると
考えます。現況写真及び将来のイメージは写真8-1及び図8-2に、現況及び計画の幅員は図8-3に⽰すと
おりです。 
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図8-1 歩⾏者・⾃転⾞交通量調査地点図 

参考調査地点 

平成横浜病院 
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写真8-1 ⻄側敷地の⻄側道路（市道⼾塚第345号線）の現況写真（南側から北⽅向を望む） 

 

 
注）現時点のイメージであり、今後変更になる可能性があります。 

図8-2 ⻄側敷地の⻄側道路（市道⼾塚第345号線）の道路拡幅整備後のイメージ図（南側から北⽅向を望む） 
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注）本計画は、計画中につき、今後の検討・協議により、変更する可能性があります。 

図8-3 ⻄側敷地の⻄側道路（市道⼾塚第345号線）の幅員 
 
 

注）⻄側道路は、断⾯位置により、幅員が異なります。 


